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１ 平成２９年度 運用実績概要 （第２四半期）

運用収益額 ＋３８４億円 ※総合収益額

＋１１３億円 ※実現収益額

運用利回り ＋２．５９％ ※修正総合収益率

＋０．９０％ ※実現収益率

運用資産残高 １兆５，５０１億円 ※時価総額

※ 年金積立金は長期的な運用を行うものであり、その運用状況も長期的に判断することが必要ですが、運用に対する組合員等の理解を促進する
ため、また、情報公開による透明性確保の観点から、四半期ごとに運用状況の公表を行うものです。

総合収益額は、各期末時点での時価に基づく評価であるため、評価損益を含んでおり、市場の動向によって変化するものであることに留意が
必要です。

（注１） 収益率及び収益額は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注２） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。
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２ 平成２９年度 市場環境（第２四半期）

【各市場の動き：平成２９年７月～平成２９年９月】

国内債券： １０年国債利回りは、日銀がイールドカーブ・コントロール政策を継続する中、狭いレンジでの推移となりました。
８月に入り、北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりを背景に債券に買いが集まったことから、利回りは低下基調（債券価格は上昇）となりました。
一方、９月に入り、北朝鮮への警戒感が和らいだことから債券が売られたため、利回りは上昇（債券価格は下落）に転じたことから、
ほぼ横ばいで四半期を終えました。

国内株式： 国内株式市場は、上昇しました。堅調な企業決算が材料視される局面もありましたが、北朝鮮をめぐる地政学リスクの高まりが重石となり、
８月までは一進一退の展開となりました。一方、９月に入り、北朝鮮への警戒感が和らいだことや円安が進行したことを背景に上昇に転じ、
９末時点での日経平均株価は、２０，３５６円となりました。

外国債券： 米国１０年国債利回り、ドイツ１０年国債利回りとも、８月に北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりが重石となり債券に買いが集まったことから、
利回りは低下基調（債券価格は上昇）となりました。一方、９月に入り、イエレンＦＲＢ議長が講演で年内の利上げに前向きな姿勢を
示したことや欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融政策正常化開始の思惑が材料視され、利回りは上昇（債券価格は下落）に転じたことから、
ほぼ横ばいで四半期を終えました。

外国株式： 外国株式市場は、米国、ドイツとも、７月から８月にかけて、堅調な企業決算が材料視される局面もありましたが、北朝鮮を巡る
地政学リスクの高まりが重石となり下落基調となりました。一方、９月に入り、北朝鮮への警戒感が和らいだことやユーロ圏の景気指標が
概ね良好な内容であったこと及び米国の税制改革案が好感されたことを背景に上昇に転じました。

外国為替： ドル／円は、８月までは、北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりから、円が買われたため、円高ドル安が進行しました。一方、９月に入り、
イエレンＦＲＢ議長が講演で年内の利上げに前向きな姿勢を示す中、日米での金融政策の方向性の違いが意識され、円安ドル高となり、
ほぼ横ばいで四半期を終えました。ユーロ／円は、ＥＣＢによる金融政策正常化開始の思惑から、
日欧での金融政策の方向性の違いが意識され、円安ユーロ高となりました。

平成29年6月末 平成29年7月末 平成29年8月末 平成29年9月末

国内債券 新発10年国債利回り（％） 0.08 0.08 0.01 0.06

TOPIX配当なし（ﾎﾟｲﾝﾄ） 1,611.90 1,618.61 1,617.41 1,674.75

日経平均株価（円） 20,033.43 19,925.18 19,646.24 20,356.28

米国10年国債利回り（％） 2.30 2.29 2.12 2.33

ドイツ10年国債利回り（％） 0.47 0.53 0.36 0.46

NYダウ(ﾄﾞﾙ) 21,349.63 21,891.12 21,948.10 22,405.09

NASDAQ（ﾎﾟｲﾝﾄ） 5,646.92 5,880.33 5,988.60 5,979.30

独DAX（ﾎﾟｲﾝﾄ） 12,325.12 12,118.25 12,055.84 12,828.86

英FTSE100（ﾎﾟｲﾝﾄ） 7312.72 7372.00 7430.62 7372.76

ドル/円（円） 112.35 110.25 109.96 112.47

ユーロ/円（円） 128.40 130.55 130.96 132.90

参考指標

国内株式

外国債券

外国株式

外国為替

第2四半期

国内債券 NOMURA-BPI総合 0.18%
国内株式 TOPIX：配当込 4.74%

WGBI：除日本　ヘッジなし 2.46%
WGBI：除日本　ヘッジあり 0.15%

外国株式 MSCI ACWI：除日本　配当込 5.60%

ベンチマーク収益率

外国債券
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３ 平成２９年度 資産構成割合

積立金全体の資産ごとの構成割合は次のとおりです。

（注１） 基本ポートフォリオは、国内債券35%（±15%)、国内株式25%（±14%)、外国債券15%（±6%)、
外国株式25%（±12%）です。

（注２） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注３） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注４） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。
（注５） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。

（単位：％）

平成２８年度 平成２９年度

年度末 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末

国内債券 37.14 36.49 34.44 － －

国内株式 21.09 22.05 21.77 － －

外国債券 17.07 17.56 16.96 － －

外国株式 17.65 18.25 18.15 － －

短期資産 7.05 5.65 8.68 － －

合計 100.00 100.00 100.00 － －
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４ 平成２９年度 運用利回り
第２四半期の実現収益率は０．９０％となり、修正総合収益率（期間収益率）は２．５９％となりました。

（注１） 各四半期及び年度計は、期間収益率です。
（注２） 収益率は、運用委託手数料控除後のものです。
（注３） 修正総合収益率は、実現収益率に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。
（注４） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注５） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。
（注６） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。

3.19%
2.59%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

※棒グラフは、各四半期の期間収益率

修正総合収益率

※第２四半期の資産別の期間収益率

（単位：％）

平成２９年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

実現収益率 0.96 0.90 － － 1.86

修正総合収益率 3.19 2.59 － － 5.83

（単位：％）

平成２９年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

修正総合収益率 3.19 2.59 － － 5.83

国内債券 0.10 0.35 － － 0.45

国内株式 6.42 4.76 － － 11.36

外国債券 4.78 2.46 － － 7.34

外国株式 5.28 5.53 － － 11.02

短期資産 0.00 0.00 － － 0.00
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（参考）平成２８年度 運用利回り

（注１） 各四半期及び年度計は、期間収益率です。
（注２） 収益率は、運用委託手数料控除後のものです。
（注３） 修正総合収益率は、実現収益率に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。
（注４） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注５） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。
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※棒グラフは、各四半期の期間収益率

修正総合収益率

※年度計の資産別の期間収益率

（単位：％）

平成２８年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

実現収益率 1.04 0.65 0.40 0.56 2.64

修正総合収益率 ▲ 2.97 1.07 6.22 ▲ 0.27 3.85

（単位：％）

平成２８年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

修正総合収益率 ▲ 2.97 1.07 6.22 ▲ 0.27 3.85

国内債券 2.46 ▲ 1.54 ▲ 1.71 ▲ 0.38 ▲ 1.07

国内株式 ▲ 7.10 7.32 15.25 0.59 15.43

外国債券 ▲ 8.03 ▲ 0.52 7.45 ▲ 3.63 ▲ 5.28

外国株式 ▲ 7.76 3.49 17.41 2.26 15.39

短期資産 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
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５ 平成２９年度 運用収入の額

（注１） 収益額は、運用委託手数料控除後のものです。
（注２） 総合収益額は、実現収益額に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。
（注３） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注４） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注５） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

第２四半期の実現収益額は１１３億円となり、総合収益額は３８４億円となりました。

総合収益額

454 384

▲ 4,500

▲ 3,000

▲ 1,500

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

(億円)

※棒グラフは、各四半期の期間収益額

※第２四半期の資産別の期間収益額

（単位：億円）

平成２９年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

実現収益額 117 113 － － 231

総合収益額 454 384 － － 838

（単位：億円）

平成２９年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

総合収益額 454 384 － － 838

国内債券 5 18 － － 24

国内株式 196 154 － － 350

外国債券 117 63 － － 181

外国株式 135 148 － － 283

短期資産 0 0 － － 0
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（参考）平成２８年度 運用収入の額

（注１） 収益額は、運用委託手数料控除後のものです。
（注２） 総合収益額は、実現収益額に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。
（注３） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注４） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
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総合収益額

※年度計の資産別の期間収益額

（単位：億円）

平成２８年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

実現収益額 123 77 48 69 317

総合収益額 ▲402 140 829 ▲39 529

（単位：億円）

平成２８年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

総合収益額 ▲402 140 829 ▲39 529

国内債券 141 ▲87 ▲93 ▲20 ▲60

国内株式 ▲186 178 400 18 410

外国債券 ▲208 ▲12 176 ▲92 ▲137

外国株式 ▲148 62 346 56 316

短期資産 0 0 0 0 0
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６ 平成２９年度 資産の額

（注１） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注２） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注３） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。
（注４） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。
（注５） 時価には、未収収益が含まれています。

（単位：億円）

平成２９年度

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

国内債券 5,047 5,329 282 5,058 5,339 281 － － － － － －

国内株式 2,268 3,220 953 2,287 3,374 1,087 － － － － － －

外国債券 2,419 2,565 146 2,443 2,628 185 － － － － － －

外国株式 1,759 2,665 907 1,788 2,814 1,025 － － － － － －

短期資産 825 825 0 1,346 1,346 0 － － － － － －

合計 12,316 14,603 2,287 12,922 15,501 2,579 － － － － － －
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（参考）平成２８年度 資産の額

（注１） ヘッジ付き外貨建て債券は、国内債券に含めています。
（注２） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注３） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。
（注４） 時価には、未収収益が含まれています。

（単位：億円）

平成２８年度

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

国内債券 5,095 5,645 550 5,050 5,438 387 5,026 5,344 318 5,041 5,323 283

国内株式 2,124 2,428 304 2,130 2,606 475 2,175 3,006 831 2,191 3,024 833

外国債券 2,392 2,376 ▲16 2,380 2,363 ▲16 2,385 2,540 154 2,401 2,447 46

外国株式 1,349 1,748 399 1,477 1,930 453 1,696 2,474 778 1,718 2,531 812

短期資産 765 765 0 1,163 1,163 0 936 936 0 1,010 1,010 0

合計 11,725 12,962 1,237 12,201 13,501 1,300 12,219 14,300 2,082 12,361 14,335 1,974



７ 資金運用に係る用語の解説
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〇 基本ポートフォリオ

統計的な手法により定めた、最適と考えられる資産構成割合（時価ベース）です。

〇 許容乖離幅

資産構成比が基本ポートフォリオから乖離した場合には、資産の入替え等を行い乖離を解消することとなります。しかし、時

価の変動等により小規模な乖離が生じるたびに入替えを行うことは、売買コストの面等から非効率であるため、基本ポートフ

ォリオからの乖離を許容する範囲を定めており、これを許容乖離幅といいます。

〇 修正総合収益率

運用成果を測定する尺度の１つです。実現収益額に資産の時価評価による評価損益増減を加味し、時価に基づく収益を把

握するための時価ベースの比率です。算出が比較的容易なことから、運用の効率性を表す時価ベースの資産価値の変化を

把握する指標として用いられます。

（計算式）

修正総合収益率＝（売買損益＋利息・配当金収入＋未収収益増減＋評価損益増減）／（簿価平均残高＋前期末未収収益

＋前期末評価損益）

〇 実現収益率

運用成果を測定する尺度の１つです。売買損益及び利息・配当金収入等の実現収益額を簿価平均残高で除した簿価ベー

スの比率です。

〇 総合収益額

実現収益額に加え資産の時価評価による評価損益を加味することにより、時価に基づく収益把握を行ったものです。

（計算式） 総合収益額＝売買損益＋利息・配当金収入＋未収収益増減＋評価損益増減



13

〇 ベンチマーク
運用成果を評価する際に、相対比較の対象となる基準指標のことをいい、市場の動きを代表する指数を使用しています。当

組合で採用している各資産のベンチマークは以下のとおりです。

１ 国内債券
NOMURA－BPI総合【野村證券金融市場調査部が作成・発表している国内債券市場のベンチマークです。】

２ 国内株式
TOPIX（配当込み）【東京証券取引所が作成・発表している国内株式のベンチマークです。】

３ 外国債券
シティ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）【Citigroup Index LLCが作成・発表している世界債券のベンチ

マークです。】

４ 外国株式
MSCI ACWI（除く日本、円ベース、配当込み）【MSCI Incが作成する日本を除く先進国及び新興国で構成された株式のベン

チマークです。】

〇 ベンチマーク収益率
ベンチマークの騰落率。いわゆる市場平均収益率のことです。


